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家畜糞堆肥の流通を促進することにより、畜産環境問題の軽減に貢献すると共

に、さらに堆肥による所得向上をも期待して、堆肥の流通の条件を明らかにし

ようとした。堆肥の利用者側である三浦半島地域の野菜専業農家５戸を調査し

た。また、県内酪農家の堆肥31点の成分分析を行った。野菜農家の選定は地域

農業改良普及センターの協力を得て行った。調査は農家を巡回して聞き取りに

より行った。また、野菜農家で使用している堆肥の成分分析をした。野菜農家

では乳牛糞、肉牛糞ほか多種類の堆肥を使っており、これをそのまま使うこと

なく、種々の添加物を加え成分を強化した独自の堆肥を調整している。その原

料となる家畜糞堆肥の成分・性状等に対してはかなり寛容であり、むしろ、積

み込み作業の機械化や道路事情などが指摘された。以上の点からみると畜産農

家側の堆肥に特に問題は認められず、自信を持って野菜農家側と対応すること

ができると判断された。
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都市型畜産の継続と発展のために最も重要な課

題は家畜糞尿処理や臭気問題などの環境対策であ

る。これらを解決するための技術開発研究や行政

対策など多くの努力が続けられているが全面的な

問題解決には至っていない。この問題を解決する

一つの手段として家畜糞堆肥の流通促進がある。

堆肥の流通が円滑にかつ活発に行われることによ

り環境問題解決の一助となり、さらには堆肥の高

付加価値化による畜産農家の所得向上につながる

ことが期待される。

このような観点から家畜糞堆肥の利用者側であ

る野菜専業農家の堆肥利用の実態、堆肥に対する

考え方、意見、使用している堆肥の成分等につい

て調査した。また、酪農家が生産した堆肥の成分

分析を行い野菜農家との関連で検討した。

材料及び方法

（１）野菜専業農家調査

調査は平成１１年３月に行った。三浦半島地域

内の野菜農家５戸を選定し、経営主に直接面接し

て聞き取り調査すると共に、その農家が使用して

いる堆肥のサンプリングを行った。調査農家の選

定は専門技術員及び三浦横須賀地域農業改良普及

ｾﾝﾀｰの協力を得た。また、巡回調査に当たり専門

技術員及び普及員に同行してもらった。

（２）畜産農家堆肥の成分分析

分析試料は、神奈川県酪農技術研究会との共同

研究事業として行った「平成10年度堆肥持ち寄り

コンクール」に出品された31点の乳牛糞堆肥を対

象とした。出品堆肥にはその製造方法を記入した

調査票を添付してもらった。

（３）分析方法

収集した試料１～２kgの中から500ｇ程度をとり

大型通風乾燥機内で温度70℃で一昼夜乾燥し、放

冷後秤量して風乾物率を求めた。風乾物を粉砕し

た後、通風乾燥機内で135℃２時間乾燥して乾物率

を求め、両者から原物の乾物率を算出し100ー乾物

率＝原物水分率とした。有機物率は100ー灰分率で

求めた。灰分は強熱灰化法、全窒素は硫酸法、全

燐酸は比色法、全Ｋ2Ｏ・全ＭｇＯ・全ＣａＯは原

子吸光光度法によった。全炭素は有機物率に0.54

を乗じて算出した。ＥＣ及びＰＨは粉砕した風乾

試料５ｇに水100mlを加え、室温で一昼夜抽出しポ

ータブル電気伝導率計及びＰＨメーターで測定し

た。

結果及び考察

（１）野菜専業農家の調査結果

調査農家概要と使用している堆肥の種類・入手

方法・価格等を表１に示した。
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表１　調査農家概要

農家 所在地 経営主 後継者 経営規模 作目 家畜糞堆肥の種類・入手先等
№ 年齢 の有無 種類 入手先と量 運搬方法と価格
1 三浦市 57歳 有 2.3ｈａ ダイコン 乾燥牛糞 秦野市内の酪農家１戸 ２㌧車で取りに行く

早春キャベツ 14㌧ １台１万円
春キャベツ
スイカ

2 横須賀市 57 有 2.8ｈａ 早春キャベツ肉牛堆肥 肉牛農家（半島内）36㌧ 取りに行く（２㌧車）
春キャベツ 鶏糞堆肥 養鶏農家（半島内）30㌧ 持ち込み
カボチャ

3 三浦市 53 有 2.1ｈａ ダイコン 乳牛堆肥 伊勢原市内酪農家２戸 取りに行く（４㌧車）
スイカ 約100㌧ 6,７㌧積んで2.5万円

と２万円
4 三浦市 40 1.4ｈａ ダイコン 牛糞堆肥 農協44㌧ 持ち込み

春キャベツ 乗馬ｸﾗﾌﾞ敷料 乗馬ｸﾗﾌﾞ10㌧ 10㌧車１台５万円
カボチャ

5 横須賀市 42 1.6ｈａ 早春キャベツ肉牛堆肥 肉牛農家（半島内）２０㌧ ２㌧車で取りに行く
春キャベツ 産廃堆肥 産廃業者（綾瀬市）３２㌧ （１台8.8千円）
カボチャ 持ち込み
果樹 （１台９千円）

調査農家は、三浦市及び横須賀市に所在する中堅

農家で主な作目はダイコン、キャベツ、スイカ、

カボチャであった。利用している家畜糞堆肥の種

類は乳牛糞・肉牛糞・鶏糞・産廃堆肥・乗馬クラ

ブ敷き料など多様であり、また、２種類を混合し

ている農家が５戸のうち３戸あった。入手先は、

秦野・伊勢原市内の酪農家、半島内の肉牛農家、

養鶏農家、県央地区の産廃業者、近くの乗馬クラ

ブ及び農協の斡旋であった。運搬方法は野菜農家

が自分で取りに行く場合と届けてもらう場合があ

った。価格は農協斡旋以外は相対で決められてお

り、金額は取引条件によって様々であったが、２

㌧車１台でおおむね１万円前後と見られた。

表２に各農家の堆肥調整法を示した。いずれも

自己所有の堆肥舎を自宅近くまたは圃場の一角に

持っており、そこに畜産農家等から入手した堆肥

を搬入し、これに様々な添加物を加え、４～６ヶ

月間時々切り返しながら調整する（ただし、何も

手を加えないという農家も１戸あった）。このよ

うに調整された堆肥の平均的な投入量は10ａ当た

り１㌧から２㌧ということであった。

表２　堆肥の調整方法と施用量

農家 堆肥調整方法 堆肥の平均

№ 貯蔵場所 添加物・混合物 貯蔵期間・切り返し 投入量

1 自宅近くの堆積場 特に加工せずそのまま使用 約６ヶ月 1.0㌧/10a

屋根付き

（別にボカシ堆肥を使用）

2 圃場の一角にある 肉牛堆肥＋鶏糞堆肥 ４～５ヶ月 2.0㌧

堆肥舎、屋根付き ・カボチャ用添加剤 10回

・発酵菌

3 自宅敷地内の堆肥舎 ４㌧車１台（約10立方㍍）に対し ５ヶ月 2.0㌧

屋根付き ・骨粉200kg・ｶｷｶﾞﾗ200kg ２回

・有機石灰400kg・米糠100kg

・粒状ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ200kg(ﾀﾞｲｺﾝのみ)

（ﾀﾞｲｺﾝ･ｽｲｶは、ほとんどこの堆肥

のみで栽培できる。）

4 圃場近くの堆肥舎 牛糞堆肥＋乗馬ｸﾗﾌﾞ敷料 ４～５ヶ月 1.0～1.5㌧

屋根付き ・農協の「ボカシの素」 ３～４回

（冬春用と夏冬用を調整）

5 人家から少し離れた ２立方㍍あたり ４～６ヶ月 2.0㌧

裏山の堆肥舎 ・ｶｷｶﾞﾗ(ｾﾙｶ)3200kg ５回

屋根付き ・発酵鶏糞ﾍﾟﾚｯﾄ1400kg

・ボカシの素160kg
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次に、５戸の農家から提供してもらった堆肥の

分析結果を表３に示した。１号農家は普通の乾燥

牛糞であるがその他は表２のように種々の添加物

を加えているので各種成分がかなり強化されてい

る。ただし、添加物そのものの成分の調査はでき

なかったので今回の分析結果の詳細な考察はでき

ない。

表３　野菜農家堆肥の性状・成分
（水分以外は乾物中)

農家 原物 有機物 炭素率 Ｃ／Ｎ ＥＣ  ＰＨ 全窒素 全燐酸 全Ｋ2Ｏ 全ＣａＯ 全ＭｇＯ
№ 水分％ ％ ％ 比 ％ ％ ％ ％ ％
1 20.1 67.3 36.3 21 0.3 7.0 1.7 1.8 3.3 1.6 1.5
2 39.9 56.7 30.6 17 0.4 7.3 1.8 4.4 6.0 14.9 1.4
3 55.5 36.5 19.7 14 0.2 6.9 1.4 3.0 2.7 10.0 2.0
4 58.4 74.0 40.0 11 1.0 6.4 3.5 4.7 7.4 2.4 2.0
5 32.2 60.4 32.6 9 0.7 6.9 3.6 4.9 5.2 10.3 1.9

注：各堆肥の特徴
№１　ハウス乾燥乳牛糞、分解程度少。
№２　肉牛堆肥＋鶏糞堆肥。チップ多い。卵殻あり。
№３　乳牛糞堆肥を基材に添加物多種。
№４　牛糞堆肥＋乗馬ｸﾗﾌﾞ敷き料。チップ・ﾋﾞﾆｰﾙくずあり。軽く膨軟。
№５　肉牛堆肥＋産廃堆肥。添加剤・混合物多種。

調査を通じて示された野菜農家の考え方（堆肥

や畜産農家への意見要望など）を表４に整理した。

よく言われるところのオガコ・チップの混入につ

いてはさほど気にしていないという回答が多かっ

た。堆肥に対して肥料成分は期待しておらず、土

壌を健全に保つことによる病害の軽減や生産物の

品質向上を期待している農家が多かった。ただ、

肥料成分に関して、「ダイコンには鶏糞のような

窒素の多いものはよくない」「ハウス乾燥のもの

は窒素分が多いので、野外で処理したものがよ

い」との意見があった。現在の購入価格は農家に

よりかなりの差があるが、積み込みや運搬条件に

よってはもう少し高くても良いという意見もあっ

た。その他分解程度は半熟程度で良いという意見

もあった。

表４　野菜農家の堆肥・畜産農家に対する意見要望等

1 オガコ・チップの混入について
あまり気にしない。多少は良い。(3)
オガコがあまり多いと気になる。牛糞にも鶏糞にも入っている。(1)
使うならチップよりオガコにしてほしい。(1)

2 堆肥に期待するもの・注意点
肥料成分は期待していない。(3)
肥料成分に少しは期待している(1)
土壌改良、連作障害防止、病害の軽減（ダイコン軟腐病・ｶﾎﾞﾁｬ萎れ症に効果）(5)
スイカに施すと木が長持ちし、玉が大きく、甘くうまくなり、高く売れる。(1)
堆肥の品質にこだわっていない。野菜の品質に差がない。(1)
鶏糞は窒素が多く草ボケするので、特にダイコンにはよくない。(2)
ハウス乾燥のものは窒素分が多くてダメ。露地で処理したものがよい。(1)

3 価格について
現在の価格は安いものだ。経費で落とせるので２㌧車１台２万円まで出せる。(2)
２㌧車１台1.5万円以上では気になる。（現在９千円程度）(1)
価格は安い方がよい。(1)

4 その他
運搬時の積載重量制限が問題なので、よく乾燥してほしい。（１）
機械で積み込めるようにしてほしい。(1)
４㌧車が進入できるところを希望する。(1)
水分を適度にしてほしい。(1)
分解程度は半熟でよい。(2)
持ってきてもらえば有り難い。（１）
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（２）畜産農家の堆肥成分調査

31点の乳牛糞堆肥の分析結果は表５のとおり。

野菜農家の聞き取り調査の中でハウス処理と野外

処理の話があったので、分析結果を２群に分けて

整理した。ハウス処理に比べて野外処理したもの

は窒素・燐酸・カリの３要素がかなり減少した。

表５　処理法別成分分析結果

区分 項目 原物水分 有機物 炭素率 Ｃ／Ｎ ＥＣ  ＰＨ 全窒素 全燐酸 全Ｋ2Ｏ全ＣａＯ全ＭｇＯ
％ ％ ％ 比 ％ ％ ％ ％ ％

平均値 42.6 68.9 37.2 15.4 0.4 8.0 2.5 2.7 2.9 3.8 2.0
ハウス処理平均 標準偏差 14.1 7.9 4.2 3.9 0.1 0.4 0.6 0.9 1.1 1.2 0.5

     (n=16) 最大値 65.1 80.0 43.2 24.0 0.6 8.7 3.7 4.4 5.4 5.5 2.7
最小値 19.2 51.5 27.8 9.8 0.2 7.4 1.6 0.9 1.0 1.5 1.1
平均値 59.3 45.3 24.5 13.8 0.2 7.8 1.8 1.8 1.4 3.5 2.1

野外処理平均 標準偏差 7.9 12.2 6.6 2.7 0.1 0.3 0.6 0.8 1.1 1.0 0.2
     (n=15) 最大値 69.4 69.0 37.3 21.8 0.5 8.4 3.3 3.6 4.3 5.7 2.5

最小値 42.5 18.6 10.0 10.2 0.0 7.4 0.8 0.8 0.4 2.1 1.6
平均値 50.7 57.5 31.0 14.6 0.3 7.9 2.2 2.3 2.2 3.6 2.1

総平均 標準偏差 14.2 15.6 8.4 3.5 0.2 0.4 0.7 1.0 1.3 1.1 0.4
      (n=31) 最大値 69.4 80.0 43.2 24.0 0.6 8.7 3.7 4.4 5.4 5.7 2.7

最小値 19.2 18.6 10.0 9.8 0.0 7.4 0.8 0.8 0.4 1.5 1.1

（３）まとめ

堆肥の流通を考える場合、生産者と消費者の双

方がそれぞれどのような意見や要望を持っている

かを相互に理解し、それに応えていくことが原点

となる。今回、消費者たる野菜専業農家の調査に

よりその一端が明らかになった。野菜農家にとっ

て畜産農家で生産される家畜糞堆肥は、自分が栽

培する野菜ごとに調整する「肥料」の一原料とい

える。一人一人がベストの肥料を作ろうと試行錯

誤を重ねている。野菜農家側から見れば家畜糞堆

肥の成分の多少、オガコの混入、発酵程度などは

あまりこだわらず、むしろ道路事情、積み込みの

機械化、運搬の条件などを重視し、場合によって

は価格をもう少し引き上げても良い、と考えてい

る。

一方、畜産農家が生産する家畜糞堆肥は、その

性状・成分などにおいて野菜農家の意向からはず

れるものは認められず、自信を持って野菜農家に

提供できるものと考えられた。堆肥に付加価値を

つけて野菜農家に提供しようという考えは、今回

の調査から見ると無理があるように考えられた。

ただ、取引である以上はお客様がどんなサービス

を求めているのかをよく研究し実行しなければな

らない。野菜農家は堆肥についても常に情報を求

めているので、畜産側もこれに積極的に応えて行

くべきである。


